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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 1 

見
せ
る
工
場
か
ら
魅
せ
る
工
場
へ 

～
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
目
指
し
て
～ 

福
井
県
鯖
江
市
の(

有)

フ
ァ
イ
ン
。
メ
ガ
ネ

の
フ
レ
ー
ム
な
ど
に
、
オ
シ
ャ
レ
な
デ
ザ
イ
ン

を
印
刷
す
る
特
殊
印
刷
の
会
社
で
す
。
社
員

一
〇
人
ほ
ど
の
小
さ
な
会
社
で
す
が
、
十
一

年
前
か
ら
、
弊
社
の
支
援
に
よ
り
、
環
境
整

備
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

当
初
、
工
場
内
は
、
床
も
壁
も
机
も
機
械

も
、
イ
ン
ク
ま
み
れ
で
し
た
。
モ
ノ
が
多
く
、

手
狭
で
、
通
路
も
ま
と
も
に
確
保
で
き
な
い

よ
う
な
状
況
で
し
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
印
刷
業
界
の
中
で

は
、
比
較
的
キ
レ
イ
な
方
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
社
員
さ
ん
た
ち
の
質
も
、
決
し
て
悪
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
で
も
活
動
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
「
な

ん
で
そ
ん
な
こ
と
や
る
の
？
」
「今
で
も
十
分

に
キ
レ
イ
だ
よ
」「そ
う
じ
を
す
る
く
ら
い
な

ら
、
仕
事
を
や
り
た
い
」
「そ
ん
な
立
派
な
こ

と
は
で
き
な
い
」
な
ど
と
い
う
意
見
が
出
て
、

消
極
的
な
姿
勢
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

と
に
も
か
く
に
も
、
藤
井
高
大
社
長
の
強

い
意
志
で
、
十
一
年
前
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

ま

ず

は
、
不
要

な
も
の
を

徹

底

的

に
捨
て
ま

し
た
。 

当
初
、

作

業

者

一
人
に
つ

き
、
大
柄

な
ス
チ
ー

ル
デ
ス
ク
が
二
台
置
い
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ら
を
捨
て
て
、
小
ぶ
り
な
ワ
ゴ
ン
に
替

え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
印
刷
機
械
周
り

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
、
工
場
内
が
広
く
な

り
ま
し
た
。
通
路
も
、
き
ち
ん
と
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
物
置
小
屋
と
化
し
て
い
た
部
屋
に

あ
っ
た
も
の
を
、
い
っ
た
ん
全
部
出
し
て
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
捨
て
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
部

屋
を
イ
ン
ク
部
屋
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ

し

て
、
床

面

や
壁
面
、

機

械

表

面
に
こ
び

り
つ
い
て

い
た
イ
ン

ク

を
、
皆

で
こ
そ
ぎ

落
と
し
て

キ
レ
イ
に

し
、
自

分

た
ち
で
塗
装
を
し
直
し
ま
し
た
。 

活
動
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
毎
朝
一
〇
分

間
、
拭
き
掃
除
や
掃
き
掃
除
な
ど
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
、
一
〇
分
間
で
は

足
り
な
い
、
と
い
う
声
が
上
が
り
、
三
〇
分

間
に
延
長
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
月
に
一
回
、
半
日
か
け
て
、
大

掛
か
り
な
整
理･

整
頓
や
改
善
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
の
十
一

年
間
、
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。 

当
初
、
消
極
的
だ
っ
た
社
員
さ
ん
た
ち

も
、
ど

ん

ど
ん
積
極

的

に

な

り
、
い

ろ

い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を

出
し
て
く

れ
て
い
ま

す
。 周

辺
地

域
の
ゴ
ミ

拾
い
や
、
落
書
き
消
し
な
ど
も
、
社
員
の
発

案
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

活

動

を

通

じ

て
、
社

内

の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
が
良
く

な

り
、
社

内
が
よ
り

い
っ
そ
う

明
る
い
雰

囲
気
に
な

り

ま

し

た
。 近

年
は
、
工
場
見
学
者
が
増
え
て
い
ま
し

た
。
環
境
整
備
に
取
り
組
む
以
前
は
、
工
場

見
学
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
「秘

匿
情
報
を
見
ら
れ
て
は
困
る
か
ら
」と
い
う

の
が
表
向
き
の
理
由
で
し
た
が
、
実
際
に

は
、
工
場
が
汚
く
て
見
せ
ら
れ
な
い
、
と
い

う
の
が
本
音
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
う
し
て
工
場
内
が
キ
レ
イ
に

整
っ
て
く
れ
ば
、
見
て
も
ら
う
こ
と
に
抵
抗

は
あ
り
ま
せ
ん
。
取
引
先
や
同
業
者
が
頻

繁
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
い
、
こ

の
三
年
間
ほ
ど
は
、
工
場
見
学
を
停
止
し
て

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
い
よ
い
よ
工
場
見
学

を
再
開
し
ま
す
。 

せ
っ
か
く
な
ら
ば
、
よ
り
見
栄
え
よ
く
し

た
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
入
れ
て
、
工
場
内
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し

ま
し
た
。 

こ
れ
ま

で

は
、
整

理･

整
頓･

清
掃
の
観

点
か
ら
、

工

場

内

は
ピ
カ
ピ

カ
に
キ
レ

イ
で
し
た

が
、
さ

ら

に
、
デ

ザ

イ
ン
セ
ン

ス
に
お
い
て
も
、
カ
ッ
コ
よ
く
な
り
ま
し
た
。 

見
学
者
に
見
て
も
ら
う
の
は
、
受
け
入
れ

る
側
に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
大
で
す
。
い
つ

見
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
、
常
に
整
え
る
習

慣
が
つ
き
ま
す
。
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。
キ
レ
イ
な
工
場
は
、
そ
れ
だ
け
で

信
頼
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
期
の
活
動
目
標
は
、
「働
く
人
も
、
訪

れ
た
人
も
、
気
持
ち
よ
く
心
地
よ
い
空
間

を
創
る
」で
す
。
「お
客
様
を
魅
了
す
る
工

場
」を
目
指
し
て
、
前
進
し
ま
す
。 

（小
早
） 

支
援
事
例
紹
介 

VOL.211 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
や
講
演
を
承
り
ま
す
。
目
的
や
対
象
者
に
応
じ
て
、
時
間
や
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

広々としてピカピカの、現在の工場内 

インクを除去してピカピカになった機械 

朝の30分間掃除で各所を拭き上げる トレーの裏側も、丁寧に拭いてキレイにする 

デザイナーにデザインしてもらった看板 

https://www.soujinochikara.com/
https://www.soujinochikara.com/newsletter-backnumber/
https://peraichi.com/landing_pages/view/sc-onlineseminar?_ga=2.118923151.723854818.1645406583-700725011.1643956453
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株式会社そうじの力 

  そうじで組織と人を磨く、ああああああ

ああ 日本で唯一の研修会社 

弊社は“そうじ＝環境整備”を通じ

た「企業風土改革」を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場検証を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、状況とご要望に応じ

て、プログラムをオーダーメイドしま

す。また各種団体向けの講演のご依頼

も受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第211号 2023(令和5)年2月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 

〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL:050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 

2 

にて、最新情報配信中！ 

そうじの力 

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
『環
境
整
備 

一
日
一
言
』を
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 
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編集後記 

そうじは神事 

 先日、支援先の社長の

勧めで、伊勢神宮に参拝

に行ってきました。 

 御垣内参拝と言って、通

常の参拝場所より内側で

参拝するために、滅多に

着ないスーツとネクタイで

緊張して臨みました。 

 境内では、いたるところで職員さんたちがホウキを持って

そうじをしていました。もちろん、ゴミなどはほとんど落ちて

おらず、清涼で厳粛な雰囲気が保たれています。 

 まさに、「そうじは神事」だと感じさせられました。 （小早） 

今月の読書から 『任侠病院』今野敏 著 

～経営の立て直しは、まず掃除から～ 

 今野敏によ

る、コメディタッ

チ の 小説『任

侠シリーズ』の3

作目です。 

 阿岐本組は、

下町に本拠を

置く、小さなヤ

クザの組。「決

して堅気には

手を出さない」

「ゴミ捨て場の

掃除だとか、雑草取りだとかいった細か

な雑事をこなしておくことで、地元の住民

の信頼を得る」といった、彼らなりの「任侠

道」を貫く、ちょっと変わったヤクザです。 

 そんな彼らが、なぜか、経営の傾いた企業

の再建を任され、ユニークな手法で改革し

ていき、再建を成功させるシリーズ。 

 組長の阿岐本雄蔵は、「経営の立て直

しは、まず掃除から」という独特の哲学を

持った一本気なヤクザ。 

 以下、印象に残ったシーンです。 

〈日村は、道路に面して建っている古い

建物を見上げた。壁はもともとは白かっ

たのかもしれないが、今はくすんだ灰色

で、雨によってできた黒い筋が何本も表

面を走っている。窓ガラスは曇ってい

る。玄関ドアもガラスでできているのだ

が、それもくすんでいた。（中略）阿岐本

のオヤジは、車を下りると言った。「なあ

誠司。まずやらなければならないこと

が、はっきりしたよなあ」「はあ･･･」かつ

て、荒れ果てた高校を立て直そうとした

とき、阿岐本のオヤジがまずやったの

は、掃除と荒れた花壇の手入れだった。

建物がすさんでいると、その中にいる

人々の気持ちもすさむ。〉 

〈心を入れ替えるためには、まず掃除な

のだ。それが阿岐本のやり方だ。人の気

持ちは、入れ物で変わる。暗く陰湿な場

所にいるだけで、心はすさんでくる〉 

〈「今までどおりやっていたんじゃ、この病

院は潰れちまう。ですからね、思い切っ

た改革をどんどんやっていかなければな

らないんです。それもわかってもらえま

すね?」「はい。しかし、それと壁の掃除と

どういう関係があるんです?」阿岐本のオ

ヤジは、にっと笑った。「まあ、見ててくだ

さい」〉 

〈「掃除なら、定期的に業者がやってくれ

ますよ」「いや、それでは意味がないん

で･･･」「意味がない･･･?どうしてです。掃

除なんて、誰がやっても同じでしょう」「自

分が住む場所や働く場所は、自分の手

できれいにする。これが新理事会の方針

なんです」〉 

〈まあ、すぐには効果はないかもしれな

い。でもね、誰だって薄汚れた病院より

もきれいで明るい病院にかかりたいと思

うんじゃないかね？何て言ったっけね？

心理的効果ってのかね？そういうの意外

と重要なんじゃないですかね？〉 

〈すでに壁はあらかたきれいになってい

た。建物の印象がずいぶん明るくなった

と感じた。ただ、壁をきれいにするだけ

で、病院に対して信頼度が上がったよう

な気がした。〉 

 単なるエンターテインメントとしても楽し

める、大好きなコメディです。   （小早） 

飛鳥のつぶやき 

一蓮托生 

 次男が保育園からもらってきた

インフルエンザ。見事に家庭内

でクラスター発生（T∀T）。 

 次男→私→長男と順番に発症

し（旦那氏一人だけ免れる）、高

熱と関節痛でゾンビのように過ご

すことに… _:(´ཀ｀」∠):_ 

 コロナ、胃腸炎、インフルエンザと、こどもは本当にあら

ゆる病気を運んでくることを実感。 

 免疫を獲得して、モリモリ強い一家になるぞー！ 

（でもできればもう罹りたくないなぁ…（^q^））   （大槻） 
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